
   

　
新
型
コ
ロ
ナ　

行
動
指
針

「
レ
ベ
ル
１
」

※ 1・※ 2　HP参照 (https://www.hiroshima-u.ac.jp/news/60365)

感
染
防
止
行
動
を
遵
守
し
、
第
３
タ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト

レベル 授業
教員・研究活動

（研究員・学生の研究
活動も含む）

事務体制 学内の会議 キャンパスへの
学生の入構 課外活動

0
（通常）

「新しい生活様式」による感染防止に心掛けて行動する。

・各授業の内容や特性に応
じて、対面授業とオンライ
ン授業を効果的に併用

・通常通りの研究活動を
実施

・通常通りの勤務と
するが、時差出勤・
テレワークを活用

・対面会議を行う
が、オンライン会
議も活用

・キャンパス内外で
「新しい生活様式」に
よる感染防止に心掛
けて行動

・オンラインでの活動も
有効に活用

1
（要注意）

（一部の活動
制限）

・十分な感染防止対策の上、
対面授業とオンライン授業
を併用
・具体的な授業実施の方針
は別に掲載

・感染拡大防止に最大限
留意して通常通りの研究
活動を継続
・学生の自宅等での研究
活動を推奨

・感染拡大防止に最
大限留意して通常通
りの勤務とするが、
時差出勤・テレワー
クを積極的に活用

・感染拡大防止に
最大限留意して対
面会議を行うが、
オンライン会議を
積極的に活用

・キャンパス内外で
「新しい生活様式」に
よる感染防止行動を
徹底

・「新しい生活様式」に
よる感染防止行動の遵守
・感染防止策を含む活動
計画等をあらかじめ届け
出て許可を得たものにつ
いて実施

1.5
（要注意）

（一定程度の
活動制限）

・授業はオンラインを原則
とするが、感染状況や「新
しい生活様式」※の定着状
況を確認しつつ、十分な感
染防止策を実施した上で、
対面による活動を段階的に
拡大

・「新しい生活様式」によ
る感染防止行動を徹底し
た上で、研究活動を実施
・学生の自宅等での研究
活動を推奨

・感染拡大防止に最
大限留意して通常通
りの勤務とするが、
時差出勤・テレワー
クを積極的に活用

・感染拡大防止に
最大限留意して対
面会議を行うが、
オンライン会議を
積極的に活用

・授業の受講、研究
活動、許可された活
動以外での入構を控
える
・「新しい生活様式」
による感染防止行動
を徹底する

・「新しい生活様式」に
よる感染防止行動の遵守
・感染防止策を含む活動
計画等をあらかじめ届け
出て許可を得たものにつ
いて、限定的に実施

2
（要警戒）

（中程度の活
動制限）

・授業はオンラインで実施
・キャンパス内の教室等で
ネットワークを利用の受講
を認める
・実技を伴う実験・実習等、
対面でないと教育効果が得
られない授業であると学部
長・研究科長等が判断し、
あらかじめ教育本部に届け
出て許可を得たものについ
ては、十分な感染防止策を
実施した上で、対面で実施

・感染拡大防止に最大限
留意して、進行中の研究、
および卒業・修了に必要
な研究については入室可

・感染拡大防止に最
大限留意して通常通
りの勤務とするが、
時差出勤・テレワー
クを積極的に活用

・感染拡大防止に
最大限留意して対
面会議を行うが、
オンライン会議を
積極的に活用

・授業の受講、研究
活動以外での入構を
自粛する
・感染拡大防止に最
大限留意する

・全面活動禁止（生物の
世話に必要な最小限の活
動を除く）

3
（高度警戒）
（大幅な活動

制限）

・オンライン授業のみ実施 ・感染拡大防止に最大限
留意して、停止が困難な
研究のみ入室許可
・研究継続に必要不可欠
な者※ 1のみ入室可

・半数程度の職員を
テレワークとし、出
勤する職員と交代制
として対応

・可能な限りオン
ライン会議

・学部学生、大学院
生の入構は原則禁止
※ 2

・全面活動禁止（生物の
世話に必要な最小限の活
動を除く）

4
（緊急事態の

恐れ）
（殆どの活動
を制限）

・受講生全員が自宅等で受
講可能なオンライン授業の
み実施
・教員の入構は必要最低限
とする

・新型コロナウイルス対
策に直接関わるもの以
外、全ての研究活動によ
る入室を禁止
・学生は入室禁止
・資産維持のために不可
欠な者※ 1のみ入室可

・事務機構維持の最
小限の人員のみが出
勤し、残りの職員は
テレワーク

・オンライン会議
のみ行う

・学部学生、大学院生、
研究員等の入構禁止

・全面活動禁止（生物の
世話に必要な最小限の活
動を除く）

5
（緊急事態）
（必要最低小
限の活動）

・受講生全員が自宅等で受
講可能なオンライン授業の
み実施
・教員も自宅等で実施

・全ての研究室で、研究
活動による入室を禁止
（資産維持のために不可
欠な者※ 1を除く）

・大学施設の維持管
理要員のみ出勤

・オンライン会議
のみ行う

・入構禁止 ・全面活動禁止（生物の
世話に必要な最小限の活
動を除く）

10
月
1
日
よ
り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
広
島
大
学
の
行
動
指
針
」
の
レ
ベ
ル
を
1.5
（
要
注
意
、
一
定

程
度
の
活
動
制
限
）
か
ら
、
レ
ベ
ル
1
（
要
注
意
、
一
部
の
活
動
制
限
）
に
変
更
し
た
。
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
人
数
制
限
の

緩
和
、
感
染
状
況
の
あ
る
程
度
の
安
定
化
等
の
状
況
か
ら
行
動
指
針
の
内
容
も
一
部
修
正
。
各
レ
ベ
ル
の
詳
細
は
左
表
の
と
お
り
。

　
本
学
所
有
施
設
の
有
効
活
用
に
よ

る
自
己
収
入
の
拡
大
、
教
育
研
究
環

境
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
４
月
に

導
入
さ
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制

度
。
こ
の
た
び
、
第
１
号
と
な
る
契

約
が
締
結
さ
れ
、
10
月
２
日
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し

た
。

　
命
名
権
者
と
な
っ
た
の
は
、
三
次

市
で
地
域
密
着
型
の
土
木
・
建
築
工

事
、
維
持
作
業
を
行
う
事
業
者
の
加

藤
組
。
工
学
部
の「
お
も
し
ろ
ラ
ボ
」

の
命
名
権
に
応
募
し
、
選
考
委
員
会

に
よ
る
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
。
期

間
は
10
月
１
日
か
ら
５
年
間
で
、「
Ｋ

Ａ
Ｔ
Ｏ 

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ 

Ｌ
Ａ

Ｂ
」
と
な
る
。

   

Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

          

　
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー  

２
つ
の
新
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　
広
島
大
学
は
、10
月
１
日
、「
Ａ
Ｉ・デ
ー
タ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」

お
よ
び
「
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
。

　
国
内
の
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教

育
研
究
の
拠
点
と
し
て
発
展
さ
せ
、
地
域

創
生
に
貢
献
す
る
目
的
で
設
置
し
た
。

　
広
島
大
学
は
、「
情
報
科
学
部
」の
開
設
、

文
部
科
学
省
の
事
業
へ
の
選
定
、
広
島
県

と
連
携
し
た
企
業
へ
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

の
実
施
な
ど
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

に
関
す
る
活
動
を
進
め
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
経
緯
や
実
績
を
踏
ま
え
、
Ａ

Ｉ
・
デ
ー
タ
解
析
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
実
践

的
な
研
究
開
発
と
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
提

供
。
多
く
の
地
域
企
業
と
の
共
同
研
究
に

よ
る
研
究
力
の
強
化
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
越
智

学
長
、
加
藤
組
代
表
取
締
役
の
加

藤
修
司
氏
も
参
加
し
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
契
約
を
機
に
、
加
藤
組

か
ら
は
本
施
設
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

い
た
だ
く
と
共
に
、
産
学
連
携
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

本学初！おもしろラボに

ネーミングライツを導入
　
「
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
教
育
・
研
究
を

行
い
、
そ
の
振
興
を
通
じ
て
健
全
な
心
身

と
教
養
、
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
人
材

の
育
成
に
資
す
る
」こ
と
を
目
的
と
し
て
、

新
た
に
設
置
し
た
。
大
学
に
対
し
て
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
社
会
的
要
請
が
拡
大
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン

タ
ー
（
平
成
17
年
度
設
置
）
の
機
能
を
拡

充
・
強
化
。

　
ま
た
、
設
置
に
併
せ
て
申
請
し
た
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
に
採
択
。
さ
ら
に
、

広
島
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を
立
ち
上

げ
、
本
学
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
学
生

へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

令和
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第
15
期  

A
L
認
定
試
験

　
　
　

  

― 

12
月
実
施 

―

● 

締
結
し
た
協
定

【
部
局
間
国
際
交
流
協
定
】

▼
大
学
病
院
―
北
京
大
学
第
三
医
院

（
中
国
）
／
令
和
２
年
７
月
20
日

▼
朝
原　

奈
津
枝　
　

様

▼
足
立　

光
子　
　

様

▼
穴
山　

恭
廣　
　

様

▼
飯
塚　

大
輔　
　

様

▼
石
橋　

満
雄　
　

様

▼
石
本　

登
一　
　

様

▼
市
川　

中
也　
　

様

▼
一
木　

良
彦　
　

様

▼
一
般
社
団
法
人

　

広
島
大
学
工
学
同
窓
会

　

会
長　

三
浦　

公
章　
　

様

広
島
大
学
基
金
寄
附
者

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
伊
藤　

直
康　
　

様

▼
伊
藤　

泰
規　
　

様

▼
稲
吉　

浩　
　

様

▼
医
療
法
人S.R.C.

中
光
整
形
外
科

　

リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　

中
光　

清
志　
　

様

▼
医
療
法
人
エ
ム
・
エ
ム
会　

　

理
事
長　

白
川　

泰
山　

   

様

▼
医
療
法
人
お
ち
眼
科
医
院　
　

　

理
事
長　

越
智　

温
子　

   

様

▼
医
療
法
人KOC

　

金
谷
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　

理
事
長　

金
谷　

篤　
　

様

▼
医
療
法
人
社
団
楓
会　

林
病
院

　

理
事
長　

林　

淳
二　
　

様

▼
医
療
法
人
社
団
慈
恵
会
い
ま
だ
病
院

　

院
長　

大
杉　

健　
　

様

▼
医
療
法
人
社
団
仁
慈
会

　

理
事
長　

安
田　

克
樹　

   

様

▼
医
療
法
人
社
団
ス
マ
イ
ル

　

博
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

高
杉　

啓
一
郎   

様

▼
医
療
法
人
社
団
清
流
会

　

理
事
長　

永
井　

賢
一　

   

様

▼
医
療
法
人
社
団
マ
ッ
キ
ー

　

理
事
長　

松
木　

啓　
　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会

　

理
事
長　

平
松　

廣
夫　

   

様

▼
医
療
法
人
昭
和

　

原
田
整
形
外
科
病
院

　

理
事
長　

原
田　

昭　
　

様

▼
医
療
法
人
せ
い
ざ
ん
青
山
病
院

　

院
長　

大
村　

泰　
　

様

▼
医
療
法
人
明
笑
会

　

理
事
長　

安
本　

正
徳　

   

様

▼
上
田　

裕
史　
　

様

▼
上
田
中　

得
男　
　

様

▼
惠
良　

友
三
郎　
　

様

▼
大
谷　

美
奈
子　
　

様

▼
大
塚　

元　
　

様

▼
岡
田　

英
治　
　

様

▼
荻
津　

亮
二　
　

様

▼
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

　

佐
々
木　

直
義　

様

▼
越
智　

光
夫　
　

様

▼
片
野　

彬　
　

様

▼
金
本　

満　
　

様

▼
株
式
会
社
紀
陽

　

代
表
取
締
役
社
長

　

寒
川　

起
佳　

様

▼
株
式
会
社
総
合
広
告
社

　

代
表
取
締
役
副
会
長

　

坪
井　

高
義　
　

様

▼
株
式
会
社
ダ
イ
ク
レ

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
本 

浩　

様

▼
株
式
会
社
に
し
き
堂

　

代
表
取
締
役　

大
谷 

博
国　

様

▼
株
式
会
社
日
本
ク
ラ
イ
メ
イ
ト

　

シ
ス
テ
ム
ズ

　

代
表
取
締
役
社
長  

松
尾 

則
宏  

様

▼
株
式
会
社
バ
ル
コ
ム

　

代
表
取
締
役　

山
坂 

哲
郎　

様

▼
株
式
会
社
や
ま
だ
屋

　

代
表
取
締
役

　

中
村　

靖
富
満　
　

様

▼
川
真
田　

智
子　
　

様

▼
河
村　

俊
一　
　

様

▼
川
本　

昌
宏　
　

様

▼
岸　

宏
一　
　

様

▼
岸
本　

紀
昭　
　

様

▼
清
瀬　

啓
輔　
　

様

▼
香
山　

和
輝　
　

様

▼
小
島　

健
一　
　

様

▼
児
玉　

匡
敏　
　

様

▼
小
林　

健
二　
　

様

▼
近
藤　

春
香　
　

様

▼
斎
藤　

尚
武　
　

様

▼
堺　

博
志　
　

様

▼
坂
下　

勝　
　

様

▼
佐
藤　

俊
夫　
　

様

▼
佐
藤　

利
行　
　

様

▼
杉
村　

和
美　
　

様

▼
鈴
木　

貴
成　
　

様

▼
高
橋　

超　
　

様

▼
髙
橋　

陽
一　
　

様

▼
田
坂　

圭
一
郎　
　

様

▼
田
中　

純
子　
　

様

▼
谷　

友
博　
　

様

▼
土
田　

悠
子　
　

様

▼
戸
田
工
業
株
式
会
社

　

取
締
役
社
長　

寳
來　

茂　

様

▼
冨
田　

尚　
　

様

▼
友
澤　

和
夫　
　

様

▼
内
藤　

直
子　
　

様

▼
中
尾　

憲
二　
　

様

▼
中
村　

洋
樹　
　

様

▼
仁
井
内　

浩　
　

様

▼
錦
織　

千
枝　
　

様

▼
西
田　

修
実　
　

様

▼
橋
本　

純
子　
　

様

▼
橋
森　

公
亮　
　

様

▼
馬
場　

勝
男　
　

様

▼
原
森　

勝
成　
　

様

▼
樋
口　

洸
太　
　

様

▼
平
川　

裕　
　

様

▼
広
島
大
学
法
学
部
後
援
会　

様

▼
広
島
大
学
保
健
学
同
窓
会

　

暁
霞
会

　

会
長　

高
橋　

真　

様

▼
福
田　

和
国　
　

様

▼
福
永　

秀
春　
　

様

▼
藤
田　

睦　
　

様

▼
古
川　

努　
　

様

▼
弁
護
士　

緒
方　

俊
平　

様

▼
松
島　

光
作　
　

様

▼
丸
本　

千
草　
　

様

▼
村
尾　

育
代　
　

様

▼
村
尾　

禮
三
郎　
　

様

▼
村
田　

美
香　
　

様

▼
森　

憲
司　
　

様

▼
森
本　

忠
雄　
　

様

▼
山
口　

裕
毅　
　

様

▼
山
下　

明
子　
　

様

▼
山
本　

武
夫　
　

様

▼
山
本　

夏
菜　
　

様

▼
吉
田　

裕
子　
　

様

▼
米
倉　

亜
州
夫　
　

様

▼
若
林　

喬
之　
　

様

（
五
十
音
順
）

※
８
月
1
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
、公
開
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ

い
た
方
を
掲
載
。給
与
控
除
に
よ
る
分
割

寄
附
の
方
は
、初
回
控
除
の
時
の
み
掲
載
。

広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス

10
月
の
放
送

（
広
島
Ｆ
Ｍ
）

　

広
島
Ｆ
Ｍ
放
送
の
番
組
「
大
窪
シ

ゲ
キ
の
９
ジ
ラ
ジ
」
内
で
毎
月
放
送

さ
れ
て
い
る
「
広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ

ャ
ン
パ
ス
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、
本
学

教
員
や
学
生
が
出
演
中
。
第
47
回
／

10
月
５
日
（
月
）
は
統
合
生
命
科
学

研
究
科
の
島
田
昌
之
教
授
が
、
第
48

回
／
10
月
19
日（
月
）

は
菅
田
淳 

工
学
部

長
が
出
演
予
定
。
中

高
生
に
向
け
て
広
島

大
学
の
魅
力
に
加

え
、
自
身
の
学
生
時

代
や
研
究
内
容
な
ど

を
語
る
。

10月～11月

１０月 １日（木） 秋季入学式

１０月 ２日（金） 第３ターム授業開始(～11/30)

１０月２０日（火） 教育研究評議会

１１月 ５日（木） 創立記念日

１１月 ７日（土） 第１４回ホームカミングデー

１１月１４日（土） 霞地区ホームカミングデー

１１月１７日（火） 教育研究評議会

１１月２１日（土） 東千田地区ホームカミングデー

１１月２５日（水） 経営協議会

◆ ◆ 行事カレンダー ◆ ◆

キャンパス内ではマスク着用を！

　

12
月
に
、
第
15
期
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
（
Ａ
Ｌ
）
認
定
試
験

を
実
施
す
る
。
本
学
教
職
員
は
、
２

級
Ａ
Ｌ
資
格
取
得
が
可
能
。

【
受
験
資
格
】
①
本
学
の
教
職
員
②
Ｂ

ｂ
９
で
公
開
し
て
い
る
【
Ａ
Ｌ
Ｐ
】

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

講
座
２
０
２
０
の
導
入
編
・
基
礎
編

の
両
方
を
11
月
30
日
ま
で
に
修
了
し

て
い
る
こ
と
（
受
験
申
込
み
時
は
未

修
了
で
可
）

【
受
験
申
込
手
続
】

10
月
12
日
（
月
）
～
23
日
（
金
）

【
試
験
日
】①
、②
か
ら
申
込
時
に
選
択（
試

験
時
間
は
50
分
）

①
12
月
６
日
（
日
）
10
時
～
12
時

②
12
月
12
日
（
土
）
15
時
～
17
時

【
試
験
形
式
】
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｃ
Ｂ
Ｔ
方
式

【
試
験
会
場
】
自
宅
受
験
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
環
境
が
必
要
）

【
資
格
内
容
】
現
代
社
会
に
お
け
る
多

様
な
ニ
ー
ズ
と
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
講

座
で
学
ぶ
内
容
は
、
多
様
な
学
生
・

教
職
員
や
本
学
の
利
用
者
を
想
定
し

た
授
業
設
計
や
教
材
・
資
料
づ
く
り
・

制
度
設
計
や
環
境
づ
く
り
等
に
応
用

で
き
る
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
資

格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
。

◆
試
験・受
験
申
込
み
の
詳
細
は
、「
い

ろ
は
」
で
10
月
中
に
お
知
ら
せ
予
定
。

詳
し
く
は
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
学
生
プ
ラ
ザ
２
階
）
ま
で
。


